むかし、 あると ころに、 三人 むすこ を もった、 粉 ひ 

き 男が ありました。 もともと、 びんぼうで したから、 

死んだ あとで、 こどもたちに 分けて やる 財産と いって 

ふうしゃ ねこ 

は、 粉 ひき 臼 を まわす 風車と、 ろばと、 それから、 猫 

ーぴき だけし かありませんでした。 さていよ いよ 財産 

こうしょうにん しょき 

を 分ける ことにな りました が、 公証人 や 役場の 書記 

を 呼ぶ ではなし、 しごくむ ぞうさに、 一 ばん 上の むす 

こが、 風車 を もらい、 二ばん めの むすこが、 ろば を も 

らい、 すえの むすこが、 猫 を もらう ことにな りました _ 



こ-つし やく 

カラバ 侯爵 は、 そう 聞いても、 なにがなんだか、 ちつ 

とも わけが 分かりませんで したが、 なんでも かで も、 

猫吉 のい うとお りに しました。 さて、 ちょうど 猫吉の 

こうしゃく 

主人、 すなわち カラバ 侯爵が、 水に つかって からだ を 

洗って いると き、 そこへ 王様の 馬車が 通りかかり まし 

た。 すると、 猫吉 はきゅうに、 火の つくよう に、 かな 

きり 声 を あげ て さけび たてました。 

こうしゃく 

「助けてく ださい。 助けてく ださい。 カラバ 侯爵が 

おぼれそう です。」 

王様 は、 この さけび 声 を 聞く と、 なにごと かとお もつ 

て、 馬車の 窓から 首 をお 出しに なりました、 見る と、 



しきりに どなって いるの は、 これまでに、 たびたび 

狩 場から、 いろいろと、 けっこうな えもの を 持って き 

て くれた 猫な ので、 王様 はお そばの 家来に、 はやく 行つ 

こうしゃく 

て、 カラバ 侯爵 をお 助け 申せ、 といい つけました。 

家来が、 いそいで 川へ おりて 行って、 カラバ 侯爵 を 

引き あげてい る あいだに、 猫吉は 王様のと ころへ 出か 

けて 行きました。 

「わたくしどもの 主人が、 川に つかつ て、 からだ を 洗つ 

ており ますと、 わるものが やつ て 来たので ございます _ 

主人 はずい ぶん 大声で、 なんども、 どろぼう、 どろ ぼ 

うと 申しました のです が、 とうとう、 わるもの は、 着 



こ-つし やく 

になったら、 これ は カラバ 侯爵 の もの だと、 おこたえ 

しなければ いけない ぞ。 もしそう しなかったら、 それ 

う えきば ち 

こそ 植木鉢に はえた ちいさな 草 を 引 つ こ 抜く ように、 

おまえた ちの 首 を、 引つ こ 抜いて しまう ぞご といって、 

すっかりお 百姓た ち を、 おどしつけました。 

王様が、 やがて そこ を、 お通りかかりになります と、 

なるほど 猫吉 のお もった とおり、 このまき ば は、 だれ 

の もの だ、 とおたず ねに なりました。 けれどお 百姓た 

ち は、 すつ か リ猫吉 にお どかされて いました から、 

「わたしどもの ご主人、 カラバ 侯爵 さまの もので ご 

ざいます ご と、 みんな 声 を そろえて、 こたえました。 
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